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1．はじめに
―ピアノ実技関連科目におけるアクティブラーニングの実質化に向けて―
中央教育審議会答申の「大学教育の質的転換（2012年）」において，「生涯に亘って学び続け
る力，主体的に考える力を持った人材は，学生からみて受動的な教育の場では育成することが
できない。従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業から，教員と学生が意思疎通を図
りつつ，一緒になって切磋琢磨し，相互に刺激を与えながら知的に成長する場を創り，学生が
主体的に問題を発見し解を見出していく能動的学修（アクティブラーニング）への転換が必要
である」と述べている。このことから，それ以後の大学教育では，学びの意味を学生に分かり
やすく理解させた上で，教員と学生が相互に知性を高めていく学生主体型の学士課程教育に換
えていくことが重要課題となっている。
本学は「地域貢献大学」「教育重点大学」として自らを位置づけており，今後，この答申に
基づいて，そのミッションを新たに定めていかなくてはならない。現在，法令上の位置づけを
もとめられ，公表を義務付けされた「3つのポリシー」，また「カリキュラム・マップ」「シラ
バスへの可視化」など，アクティブラーニングに基づいた定義つくりのため，全学をあげて作
業中である。
本論では，教育学科音楽コースにおけるピアノ実技関連科目の実践事例を通して，今後，能
動的学修（アクティブラーニング）の実践に発展させるための方法について考察する。中でも，
「ピアノアンサンブル（連弾，2台ピアノ）の学習形態」を中心に認識を深めたいと考える。
連弾や2台ピアノの，ピアノ学習における教育的効果は多くの文献で既に述べられているた
め，ここでは割愛し，本論ではアクティブラーニングの視点から考察したい。具体的には，ピ
アノ実技関連科目の3つのポリシー1を考察し，項目として策定したい。
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2．アクティブラーニングの定義
溝上慎一氏は，その著書でアクティブラーニングを以下のように定義している。
「一方向的な知識伝達型講義を聴くという（受動的）学習を乗り越える意味での，あらゆる
能動的な学習のこと。能動的な学習には，書く・話す・発表するなどの活動への関与と，そこ
で生じる認知プロセスの外化を伴う」2
この定義に基づき，ピアノ実技関連科目のアクティブラーニングを考察する第一歩として，
現状の教育内容について次に述べる。
3．ピアノ実技関連科目の教育内容の現状
1）履修生の多様化
一口に教員養成学科音楽コースといっても，そこに入学する学生の動機はさまざまである。
吹奏楽団やバンド活動で音楽体験をし，その経験から音楽教員を目指す学生は少なくない。ピ
アノをお稽古ごとして学んできた場合は良いが，中にはピアノの伴盤にすら触れたことのない
者も珍しくない。現在は，AO入試，センター入試，推薦入試等で，実技試験をまったく受け
ずに音楽コースに入学できるシステムになっているだけに，出口であるピアノ実技関連授業の
ディプロマ・ポリシー（以下，DPに略），及びアセスメント・ポリシー（以下，APに略）3は
確固たるものでなくてはならないと考えている。
2）ピアノ実技科目一覧
現在，音楽コースにおかれているピアノ実技関連科目は以下の10科目である。
a「ピアノ基礎演習Ⅰ・Ⅱ（1年次 必修）」，b「ピアノ表現演習Ⅰ・Ⅱ（2年次 選択必
修）」，c「音楽教育フィールド演習1・Ⅱ（2年次 1は必修 Ⅱは選択必修）」，d「コード
と即興（3年次 選択）」，e「ピアノ応用（3年次 選択）」，f「ピアノ総合演習Ⅰ・Ⅱ（3年
次後期 4年次前期 選択）」
この他に，ゼミとしてピアノ実技を選択すると，「専門演習Ⅰ・Ⅱ（3年次 必修）」「卒業
研究（4年次 必修）」の3科目が加わり，計13科目になる。この他にも「合奏Ⅰ・Ⅱ（2年
次 必修）」「合唱Ⅰ・Ⅱ（2年次 必修）」ではピアノも演奏に加わっており，アンサンブル
や伴奏法の実践科目として，直接的ではないがピアノ関連科目に位置付けることができよう。
音楽コース専門科目の53科目中13科目は少なくない数字で，本コースがピアノ教育に力を入
れていることが分る。このことは，先に述べたピアノ実技未経験者が少なからず存在すること，
そして「教育実習（4年次）」での歌唱伴奏や「教員採用試験」にピアノ実技があることが関
係しており，効果的な実技習得の成果を上げるために，これら4年間にわたる13科目の相互の
関連が重要になっている。
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3）ピアノ実技関連科目の学習目標
ピアノ実技関連13科目における各学習目標を達成することで，ピアノ実技のDPを達成する
ことになるため，以下に科目ごとの学習目標を示す。
① a，bの学習目標：ピアノ演奏法の基礎・基本を習得。
ⅰ古典楽曲4（クラシックの古典派のソナタ等）による基本奏法の習得。
ⅱパフォーマンス（ジャンルを問わないソロ演奏）によるピアノへの自由なアプローチの
習得。
ⅲスケール＆カデンツと伴奏法・移調奏の基礎を習得。
② cの学習目標：ピアノアンサンブル演奏法の基礎・基本の習得。
ⅰ連弾，2台ピアノの表現技術5の習得。
ⅱアンサンブルにおけるパートナーシップを学ぶ
③ dの学習目標：コード即興演奏の基礎・基本の習得。
ⅰコードネームと五線譜の関係について知る。
ⅱコードを見て，実際にピアノで演奏する。
ⅲコードに基づく即興演奏をする。
ⅳコード進行を作成し，簡単なオリジナル曲を作成する。
ⅴ即興演奏の鑑賞を行い，その鑑賞の仕方についても学ぶ。
④ eの学習目標：伴奏法の基礎・基本を習得
ⅰ旋律に和音や伴奏を付けて演奏する。
ⅱ簡単な旋律を創り，連弾で演奏する。
⑤ fの学習目標：a～eの学習成果による総合的な学習と発表
ⅰピアノ演奏（ソロ，連弾，2台）とコード即興演奏，および電子オルガン演奏（2台で
の弦楽4重奏曲）のオムニバス授業で，総合的に学習する。
ⅱソロ・アンサンブルによる演奏発表会を開催する。
以上，a．b．f．は個人レッスン，c，fはアンサンブル形態で，fは両方に属する。d，eはML
教室による一斉授業で展開している。abによって1，2年次に基礎・基本の奏法を習得し，c～e
によって，2，3年次までアンサンブル・伴奏・即興の基礎・基本を習得する。更に，fに
よって3，4年次にそれらの応用力（総合力）を養う。総合力とは，独奏・アンサンブル，即
興，伴奏・移調，鑑賞，選曲，読譜，等々の能力を指すほか，アンサンブルをする上でのコ
ミュニケーション力，発表会を開催するための企画・運営の能力，観客動員のためにお客様へ
の“おもてなしの心”を育成するなど，実力と配慮を兼ね備えた総合的な人間力を高めること
を指す。
4）教員によるピアノアンサンブル鑑賞学習事例
音楽コースには「鑑賞法（2年次，必修）」が設けられているが，ピアノ実技関連科目にお
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いても15週の中で，鑑賞の授業を取り入れている。
奏法の基礎・基本に重点を置くa，bの授業では連弾や2台ピアノのアンサンブルを取り入
れる余裕がないため，鑑賞学習として教員（第1ピアノ：鈴木しおり，第2ピアノ：新堀聡
子）によるレクチャーコンサート形式の生演奏を授業で聴かせている。以下に過去3年間のプ
図1．「ピアノ基礎演習」「ピアノ表現演習」における鑑賞学習プログラム3例
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ログラム内容を示す。
以上，プログラムはクラシック，ポップスの垣根を越えて，学生がピアノデュオという形態
に親しみや音楽的な興味・関心がもてる選曲を心がけている。また，演奏の合間に身近で興味
深いコメントをはさむことを心がけている。
授業とはいえ“楽しめて寛げるアットホームなコンサート”にすることが重要である。最初
にピアノアンサンブルに学生が接する機会は，“楽しい”の一言につながるよう，義務として
の感想やコメントを極力求めずアンケート程度にとどめ，あたかもハウスミュージック（家庭
音楽）のように音楽を提供し，著者（鈴木）の持論である「極楽生涯学習」6の一歩と位置づけ
たいと考えている。
生涯にわたる「学習に取り組む（意欲的な）態度」を培うには，その学習のスタートは“大
変に楽しく興味深い”，つまり“極楽”であることこそ有効である。音楽はその人の意思にか
かわらず，空気振動で肌に直接“触れてくる”という生理的な芸術である。使い方によっては
危険とも言えるが，その反面良い効果を得た時の喜びは大きく“極楽”に繋がるものである。
中でもアンサンブルは伴に音楽を創り上げるという“共有の喜び（苦労）”もともない，更
に，人前で発表（パフォーマンス）することにより，人間として大きく成長できることが期待
できる。
このことから，連弾（4手，6手）や2台ピアノ（4手，8手，他）は，ソロと同等にピア
ノ実技関連科目の中心をなす形態である。次に，この形態について，もう少し詳しく述べてみ
たい。
4．学習材としての「ハウスミュージック」
連弾はハウスミュージック（家庭音楽）として，ヨーロッパでは18C中頃から中流階級の兄
弟姉妹，夫婦，親子で演奏されてきた。歌曲，2重奏，トリオ，4重奏など，また管楽器の室
内楽も2000人，4000人のホールのために書かれたものではなく，ハウスミュージックのために
作曲されたものであり，家庭で演奏され，楽
しまれてきた。当時の人々は，教養の一環と
して楽譜が読め，何等かの楽器を演奏するこ
とができたため，ピアノの一般家庭への普及
に伴い，オーケストラ作品や弦楽器の室内楽
を4手連弾に編曲し家庭の団欒で毎日のよう
に楽しんだのである。
このように，自分の耳・目・手を使って作
品にアクティブな形で交わること，言い換え
れば“自ら作曲者の楽器となって演奏する” 写真1．教員（鈴木，新堀）による2台ピアノ
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ことは，おのずと作品に深く分け入ることになる。現代のように，ネット配信やCD，DVDな
どで，新聞を読みながら，あるいはコーヒーを片手におしゃべりしながら受け身に徹して鑑賞
することとは，まったく意味がちがうのである。この貴重なハウスミュージックの形態はレ
コードの出現で追いやられ，編曲されたピアノデュオの膨大な楽譜は絶版となってしまい，現
在は図書館の隅に眠っている状態である。本論では，これらハウスミュージックの形態を「ア
クティブラーニングの視点によるピアノ学習」の基盤と捉えている。家庭の団欒のように教員
と学生が連弾・2台ピアノを囲んで親密に交流し，切磋琢磨し，音楽の学びを深めていくこと
が理想である。
5．ピアノ実技関連科目とアクティブラーニング
連弾・2台ピアノの作品の中で，特に学習材として適しているものに，バッハ，モーツァル
ト，シューベルトなどのバロック・古典の作品が多く挙げられる。更に，ロマン派，近代，現
代と音楽的にも魅力的な作品が多く残されている。また，学生にとっては，好きなポップスや
アニメソング，ネットミュージック等の単旋律（プリモ）と，コード両手伴奏（セコンド）で，
一人で演奏するよりはるかに簡単に豊かな響きを得ることができ，楽しく学習を進めることが
できる。
連弾や2台ピアノと独奏を比べた場合，演奏する作業は簡易になるが，聴く作業はより集中
力が必要になるため，耳・目・脳をフルに活用して演奏することになる。具体的には，①自分
と相手の音を聴く，②自分と相手の楽譜を見る，③呼吸を合わせる，④相手と演奏内容を相談
するなどの作業が独奏に比べ増えてくる。
ピアノ実技関連科目は主に「実技」「演習」「実習」に当てはまり，15週中，数コマは「講
義」になる学習形態である。現在，授業での手法は，プレゼンテーション（パフォーマンス），
グループワーク，ワークシート，振り返り等を実施している。今後は，レポートライティング，
ディベートも取り入れたいと考えている。
次に，これら手法を用いたアクティブラーニングの一例として，著者（新堀）が担当する平
成29年度「ピアノ応用」のシラバスを示す。
6．シラバスへの可視化――平成29年度「ピアノ応用（予定）」の例
この講義では1・2年次の「ピアノ基礎演習Ⅰ・Ⅱ」「ピアノ表現演習Ⅰ・Ⅱ」で学んだ内
容を活かし，さらに学びを深めると同時に，新たに連弾曲を課題として取り入れることにより，
アンサンブルとしての音楽表現を学習することをねらいとする。2年次までの講義が個人での
演奏（ピアノソロ）だったのに対し，「ピアノ応用」では共演者との演奏（ピアノデュオ）を
学習することにより，アンサンブルにおける必要な能力を身に着けることが目標である。ピア
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ノ連弾もアンサンブルの重要なひとつのジャンルであり，共演者とのコミュニケーション，呼
吸によるコンタクト，演奏上のバランス等，緻密な連携が必要とされる。最終プレゼンテー
ション（演奏発表）に向けて学生同士が互いにディスカッションを行い，演奏方法を探り，学
びを深めることが豊かな音楽表現を行うことにつながり，さらには旋律楽器とピアノとのアン
サンブル，又は声楽や合唱の伴奏を行う上でも非常に役立つ学びであると考える。
7．ピアノ実技関連科目おける「3つのポリシー」と「カリキュラム・マップ」
以上のことから，ピアノ実技関連科目の3つのポリシーを，以下に項目として策定する。
【ディプロマ・ポリシー】
① ピアノを通して生涯にわたり学び続けるために，ピアノ学習法を各自が独自に見つけ出す。
② 連弾・2台のピアノアンサンブルを通して他の人や社会とかかわり，豊かな人間関係を築
く。
③ ピアノを使用して学校教育（中高一種，特別支援）や生涯学習社会の中で音楽を指導でき
る。
次にカリキュラム・マップからカリキュラム・ポリシーを導き出す。
図2．平成29年度「ピアノ応用」シラバス
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【カリキュラム・ポリシー】
① パフォーマンスとして，ピアノと独自に自由にかかわる。
② 古典作品・スケール・カデンツなどクラシック奏法の基礎・基本を身につける。
③ 古今のピアノ作品を聴き，その鑑賞方法を身につける。
④ コードと即興，移調・伴奏の基礎・基本を身につける。
⑤ 連弾・2台ピアノ・電子オルガンなどのピアノアンサンブルの形態に親しみ愛好する。
以上のDP，及びCPを達成するためのAPを，次のように策定する。
【アドミッション・ポリシー】
① 音楽を愛好し，探求する心と意欲の持ち主。
② 仲間や他の人々と音楽を共有しようと努力する精神の持ち主。
“愛好”“探求”“共有”“努力”がキーワードである。
8．おわりに
ピアノ実技関連科目の「3つのポリシー」について項目を策定することは，「学習の意義を，
本質に立ち返って学生へ具体的に説く（可視化する）」ことにも繋がる。現在，我が国の少子
図3．平成29年度ピアノ実技関連科目のカリキュラム・マップ
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化にともない教員数を削減する流れが出はじめているが，今後，教育学科音楽コースにおいて
もそれを見越した人材を育成しなければならない。教育者や一般企業，あるいはフリーの仕事
にと，一人が複数の職業に携わる生き方が増えてくることが予想される。
“本質”を学ぶことが“応用する”ことに繋がる。また，音楽は“知識”以前にアクティブな
“体験”と他の人との“コミュニケーション”が本質である。
学生が，教育学科音楽コースでピアノ実技関連科目を学ぶ際，その本質を踏まえた上で，
更に，音楽が歴史や政治，技術・技能，知識などを基盤に成立ち，音楽を入口に幅広く奥深い
“学びの世界”“創造（想像）の世界”があることに気づき，自分なりに学習を発展・深化さ
せ，その後の道を音楽を通して独自に切り開く生涯学習の能力を身につけて欲しいと考えてい
る。
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